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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外壁が有する開口の上縁に配置される水切り部材であって、
　前記外壁には、垂れ壁である壁躯体が設けられ、この壁躯体の下端部が、前記開口の前
記上縁を構成しており、
　前記開口の前記上縁は、最上部と、この最上部より下方の最下部とを有しており、
　前記水切り部材は、
　前記開口の前記上縁に沿って設けられる本体部と、
　前記本体部に設けられる水返しと、を備え、
　前記水返しは、前記壁躯体の厚み方向に沿って、かつ、前記本体部よりも上方に立ち上
がる立ち上がり部を有することを特徴とする水切り部材。
【請求項２】
　請求項１に記載の水切り部材において、
　前記立ち上がり部は、前記開口の前記上縁の前記最上部側へ折り返す折返し部を備えて
いることを特徴とする水切り部材。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の水切り部材において、
　前記水返しは、中央が切り欠かれた形状となっており、当該切り欠かれた箇所の両側に
前記立ち上がり部が設けられ、これら両側の前記立ち上がり部の間に、これら立ち上がり
部を中継する中継部が設けられており、
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　前記中継部の立ち上がり寸法は、前記両側の立ち上がり部の立ち上がり寸法よりも小さ
く、この寸法差により前記水返しの中央が切り欠かれた状態となっており、
　前記水返しの中央における前記切り欠かれた箇所が、前記壁躯体に嵌装するようになっ
ていることを特徴とする水切り部材。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の水切り部材において、
　前記水返しは、前記壁躯体の壁面に当接し、前記立ち上がり部と一体的に設けられる止
水板を備えることを特徴とする水切り部材。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の水切り部材において、
　前記水返しには、前記本体部より下方に下垂する下垂部が設けられていることを特徴と
する水切り部材。
【請求項６】
　外壁が有する開口の上縁に配置される水切り部材と、
　前記外壁における垂れ壁として設けられた壁躯体と、
　前記壁躯体の壁面に離間して設けられた外壁材と、を備える外壁の水切り構造であって
、
　前記壁躯体の下端部及び前記外壁材の下端部が、前記開口の前記上縁を構成しており、
　前記水切り部材は、
　前記開口の前記上縁に沿って設けられる本体部と、
　前記本体部に設けられる水返しと、を備え、
　前記水返しは、前記壁躯体の厚み方向に沿って、かつ、前記本体部よりも上方に立ち上
がる立ち上がり部を有することを特徴とする水切り部材。
【請求項７】
　請求項６に記載の外壁の水切り構造において、
　前記本体部は、前記壁躯体の壁面方向に沿って前記壁面に当接する立ち上がりである取
付部を備えることを特徴とする外壁の水切り構造。
【請求項８】
　請求項６または７に記載の外壁の水切り構造において、
　前記本体部と前記取付部とは、継ぎ目なく一体的に形成されることを特徴とする外壁の
水切り構造。
【請求項９】
　請求項６から８のいずれか一項に記載の外壁の水切り構造において、
　前記壁躯体の壁面方向に沿う縁部から前記外壁材の下方へ突出する突出部が設けられ、
　前記突出部の上面は、突出方向へ向かうとともに下がる傾斜面を有することを特徴とす
る外壁の水切り構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水切り部材および外壁の水切り構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、外壁には、壁躯体と外壁材との間に通気路が形成され、壁躯体および外壁材を湿
気や結露による腐食から保護している。一方で、下端部にアーチ状の開口を有する壁躯体
においては、通気路が外側に露出しないように見切材が取り付けられている。
　例えば、特許文献１に記載のような、建物の外周に設けられる出入口となる開口を有す
る外壁では、下端部がアーチ状に形成された壁躯体と、この壁躯体のアーチの端部に接続
する壁躯体と、を備えている。これらの壁躯体によって開口側部が鉛直線状で、かつ、開
口上部がアーチ状の開口が形成されている。また、これらの壁躯体の外周には、離間して
外壁材が設けられ、離間した隙間が通気路とされている。
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　そして、壁躯体および外壁材のアーチ状の下端部には、同形状のアーチ状の見切材が取
り付けられている。
　具体的には、見切材は、壁躯体の下端面に当接し、かつ、外壁材の下端部の下方に離間
して見切材が設けられ、外壁材と見切材との間にシール材が所々隙間を設けて充填され、
この隙間が通気路と外気とを連通する通気口となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第５３３３４６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の壁躯体の通気構造では、例えば、雨天時に外壁材に
付着した雨水が、外壁材の下端部へと伝い表面張力により下端部に留まる。そして、下端
部はアーチ状に形成されているため、アーチに沿って、外壁に形成された鉛直線状の開口
側部へと流れて行く。
　このため、開口側部を雨水が集中的に流れて行くため、開口側部が雨水による水垢等で
汚損することとなってしまう。
　よって、壁躯体および外壁材が形成する外壁の外観は美感を損ねることとなり、特に、
開口が建物の出入口であるような場合には、人目に触れやすいため、汚損による影響が極
めて高くなってしまうという問題がある。
　また、開口側部に雨水が集中的に流れて行くため、開口側部は、他の箇所に比して多く
の雨水に曝されることとなる。
　特に、アーチ状の下端部を有する壁躯体とアーチ端部に接続する壁躯体との接続部に浸
水する場合、外壁の躯体構造に影響を及ぼすこととなる。
　このため、接続部は雨水による腐食等の経年劣化が他の箇所に比べて激しくなってしま
うという問題もある。
【０００５】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたもので、通気路を確保し、かつ、通気路が外部に
露出せず、開口における汚損がなく、建物の美観を維持するとともに、外壁の経年劣化を
防ぐ水切り部材および外壁の水切り構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、
　外壁３が有する開口３１の上縁に配置される水切り部材４であって、
　前記外壁３には、垂れ壁である壁躯体７が設けられ、この壁躯体７の下端部が、前記開
口３１の前記上縁を構成しており、
　前記開口３１の前記上縁は、最上部と、この最上部より下方の最下部とを有しており、
　前記水切り部材４は、
　前記開口３１の前記上縁に沿って設けられる本体部４１と、
　前記本体部４１に設けられる水返し４４と、を備え、
　前記水返し４４は、前記壁躯体７の厚み方向に沿って、かつ、前記本体部４１よりも上
方に立ち上がる立ち上がり部４４１を有することを特徴とする。
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、外壁３が有する開口３１の上縁に配置される水切り部
材４であって、外壁３には、垂れ壁である壁躯体７が設けられ、この壁躯体７の下端部が
、開口３１の前記上縁を構成しており、開口３１の上縁は、最上部と、この最上部より下
方の最下部とを有しており、水切り部材４は、開口３１の前記上縁に沿って設けられる本
体部４１と、本体部４１に設けられる水返し４４と、を備え、水返し４４は、壁躯体７の
厚み方向に沿って、かつ、本体部４１よりも上方に立ち上がる立ち上がり部４４１を有す
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るので、例えば、雨天時に外壁３に付着し、外壁３の下端部の開口３１の上縁に沿って開
口３１の側方へと伝ってきた雨水は、水返し４４により流れが止められ、外壁３と本体部
４１と水返し４４とに囲まれた空間から壁面外方へと流出する。
　このため、開口３１が雨水による水垢等で汚損することがなく、外壁３の外観は、美感
を損ねるようなおそれがなく、外壁３の美観を維持することができる。
　特に、外壁３の開口３１が建物２の出入口であるような場合には、人目に触れやすいた
め、汚損のおそれをなくすことによる建物２の美観維持の効果を極めて高めることができ
る。
　また、水返し４４により雨水の流れが止められるため、開口３１の側部には、雨水が付
着することがない。特に、開口３１の側部から浸水する場合、外壁３の躯体構造に影響を
及ぼすこととなるが、当該箇所が他の箇所に比して多くの雨水に曝されるということがな
い。
　このため、開口３１の側部は雨水による腐食等の経年劣化が他の箇所に比べて激しくな
ってしまうというおそれがない。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、例えば、図２，６－８に示すように、請求項１に記載の水切
り部材４において、前記立ち上がり部４４１は、前記開口３１の前記上縁の前記最上部側
へ折り返す折返し部４４１ｂを備えていることを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１に記載の水切り部材４において、立ち上がり
部４４１は、開口３１の上縁の最上部側へ折り返す折返し部４４１ｂを備えているので、
開口３１の上縁を伝ってくる雨水を折返し部４４１ｂによって流れを止め、かつ、開口３
１の側部とは反対方向へと押し流すことができる。
　このため、開口３１の側部へと雨水が流れて行くことがなく、外壁３を雨水による汚損
からより確実に保護することができる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、例えば、図２－５，９に示すように、請求項１または２に記
載の水切り部材４において、前記水返し４４は、中央が切り欠かれた形状となっており、
当該切り欠かれた箇所の両側に前記立ち上がり部４４１が設けられ、これら両側の前記立
ち上がり部４４１の間に、これら立ち上がり部４４１を中継する中継部４４５が設けられ
ており、
　前記中継部４４５の立ち上がり寸法は、前記両側の立ち上がり部４４１の立ち上がり寸
法よりも小さく、この寸法差により前記水返し４４の中央が切り欠かれた状態となってお
り、
　前記水返し４４の中央における前記切り欠かれた箇所が、前記壁躯体７に嵌装するよう
になっていることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３に記載の発明によれば、請求項１または２に記載の水切り部材４において、水
返し４４は、中央が切り欠かれた形状となっており、当該切り欠かれた箇所の両側に立ち
上がり部４４１が設けられ、これら両側の立ち上がり部４４１の間に、これら立ち上がり
部４４１を中継する中継部４４５が設けられており、中継部４４５の立ち上がり寸法は、
両側の立ち上がり部４４１の立ち上がり寸法よりも小さく、この寸法差により水返し４４
の中央が切り欠かれた状態となっており、水返し４４の中央における切り欠かれた箇所が
、壁躯体７に嵌装するようになっているので、水返し４４が外壁３に取り付けられる際、
水返し４４を取り付けるために外壁３の形状に変更を加える必要がなく、容易に水返し４
４を取り付けることができる。
　このため、水切り部材４を外壁３に容易に取り付けることができる。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、例えば、図９に示すように、請求項１から３のいずれか一項
に記載の水切り部材４において、前記水切り部材４は、前記壁躯体７の壁面に当接し、前
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記立ち上がり部４４１と一体的に設けられる止水板４４３を備えることを特徴とする。
【００１３】
　請求項４に記載の発明によれば、請求項１から３のいずれか一項に記載の水切り部材４
において、水切り部材４は、壁躯体７の壁面に当接し、立ち上がり部４４１と一体的に設
けられる止水板４４３を備えるので、例えば、大雨や台風など雨量が多い場合、開口３１
の側方に伝って来る雨水が多く、雨水が勢いよく水返し４４に当たり、通気路Ｖ内で跳ね
た雨水が外壁３に付着してしまうことを止水板４４３が防ぐことができる。
【００１４】
　請求項５に記載の発明は、例えば、図２，８，９に示すように、請求項１から４のいず
れか一項に記載の水切り部材４において、前記水返し４４には、前記本体部４１より下方
に下垂する下垂部４４２が設けられていることを特徴とする。
【００１５】
　請求項５に記載の発明によれば、請求項１から４のいずれか一項に記載の水切り部材４
において、水返し４４には、本体部４１より下方に下垂する下垂部４４２が設けられてい
るので、本体部４４に付着した雨水が開口３１の側部へと伝って行き、下垂部４４２によ
って流れが止められて、下垂部４４２を伝って下方へと流出することとなる。
　このため、本体部４１に付着した雨水を下垂部４４２から下方へと流出させることがで
きる。
　よって、開口３１の側部が雨水による水垢等で汚損することがなく、外壁３の外観は、
美感を損ねるようなおそれがなく、外壁３の美観を維持することができる。
　さらに、下垂部４４２が設けられているので、例えば、冬季に結露が下垂部４４２近傍
で凍結するような場合、外壁３が直接凍害を受けることがない。
【００１６】
　請求項６に記載の発明は、例えば、図２，８－１０に示すように、外壁３が有する開口
３１の上縁に配置される水切り部材４と、
　前記外壁３における垂れ壁として設けられた壁躯体７と、
　前記壁躯体７の壁面に離間して設けられた外壁材６と、を備える外壁３の水切り構造１
であって、
　前記壁躯体７の下端部及び前記外壁材６の下端部が、前記開口３１の前記上縁を構成し
ており、
　前記水切り部材４は、
　前記開口３１の前記上縁に沿って設けられる本体部４１と、
　前記本体部４１に設けられる水返し４４と、を備え、
　前記水返し４４は、前記壁躯体７の厚み方向に沿って、かつ、前記本体部４１よりも上
方に立ち上がる立ち上がり部４４１を有することを特徴とする。
【００１７】
　請求項６に記載の発明によれば、外壁３が有する開口３１の上縁に配置される水切り部
材４と、外壁３における垂れ壁として設けられた壁躯体７と、壁躯体７の壁面に離間して
設けられた外壁材６と、を備える外壁３の水切り構造１であって、壁躯体７の下端部及び
外壁材６の下端部が、開口３１の上縁を構成しており、水切り部材４は、開口３１の上縁
に沿って設けられる本体部４１と、本体部４１に設けられる水返し４４と、を備え、水返
し４４は、壁躯体７の厚み方向に沿って、かつ、本体部４１よりも上方に立ち上がる立ち
上がり部４４１を有するので、例えば、雨天時に外壁材６に付着した雨水が外壁材６の下
端部の開口３１の上縁に沿って開口３１の側方へと伝って行き、外壁材６と突出部４２と
の隙間に付着した雨水が本体部４１の開口３１に沿って開口３１の側方へと伝って行く。
　そして、開口３１の側部へと伝ってきた雨水は、水返し４４により流れが止められ、壁
躯体７と本体部４１と水返し４４とに囲まれた空間から壁面外方へと流出する。
　このため、開口３１の側部および接続部Ｊ（接続部Ｊとは、開口３１のうちアーチ部３
２とそれ以外の箇所との境界部のことである）が雨水による水垢等で汚損することがなく
、壁躯体７および外壁材６が形成する外壁３の外観は、美感を損ねるようなおそれがなく
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、外壁３の美観を維持することができる。
　特に、外壁３の開口３１が建物２の出入口であるような場合には、人目に触れやすいた
め、汚損のおそれをなくすことによる建物２の美観維持の効果を極めて高めることができ
る。
　また、接続部Ｊから離間した水返し４４により雨水の流れが止められるため、接続部Ｊ
および開口３１の側部には、雨水が付着することがない。特に、接続部Ｊから浸水する場
合、外壁の躯体構造に影響を及ぼすこととなるが、当該箇所が他の箇所に比して多くの雨
水に曝されるということがない。
　このため、接続部Ｊおよび開口３１の側部は雨水による腐食等の経年劣化が他の箇所に
比べて激しくなってしまうというおそれがない。
　さらに、壁躯体７と水返し４４とが離間して設けられているので、例えば、冬季に結露
が水返し４４近傍で凍結するような場合、離間して設けられていない状態では、壁躯体７
が水返し４４と同様に凍害を受けることとなるが、離間して設けられているので、水返し
４４が凍結したとしても、壁躯体７が凍害を受けるおそれがない。
【００１８】
　請求項７に記載の発明は、例えば、図２－５，１０に示すように、請求項６に記載の外
壁３の水切り構造１において、前記本体部４１は、前記壁躯体７の壁面方向に沿って前記
壁面に当接する立ち上がりである取付部４３を備えることを特徴とする。
【００１９】
　請求項７に記載の発明によれば、請求項６に記載の外壁３の水切り構造１において、本
体部４１は、壁躯体７の壁面方向に沿って壁面に当接する立ち上がりである取付部４３を
備えるので、外壁材６と本体部４１との隙間において、壁躯体７の外側に取付部４３が位
置することとなり、本体部４１と壁躯体７との継ぎ目が隙間に露出することがない。
　このため、浸入した雨水が本体部４１と壁躯体７との間に浸潤するようなおそれがなく
、壁躯体７をより確実に腐食から保護することができる。
【００２０】
　請求項８に記載の発明は、例えば、図３－５，９，１０に示すように、請求項６または
７に記載の外壁３の水切り構造１において、前記本体部４１と前記取付部４３とは、継ぎ
目なく一体的に形成されることを特徴とする。
【００２１】
　請求項８に記載の発明によれば、請求項６または７に記載の外壁３の水切り構造１にお
いて、本体部４１と取付部４３とは、継ぎ目なく一体的に形成されるので、本体部４１と
取付部４３との継ぎ目が隙間に露出することがなく、浸入した雨水が本体部４１と取付部
４３との間に浸潤するようなおそれがなく、壁躯体７をより一層確実に腐食から保護する
ことができる。
【００２２】
　請求項９に記載の発明は、例えば、図１０に示すように、請求項６から８のいずれか一
項に記載の外壁３の水切り構造１において、前記壁躯体７の壁面方向に沿う縁部から前記
外壁材６の下方へ突出する突出部４２が設けられ、前記突出部４２の上面は、突出方向へ
向かうとともに下がる傾斜面を有することを特徴とする。
【００２３】
　請求項９に記載の発明によれば、請求項６から８のいずれか一項に記載の外壁３の水切
り構造１において、壁躯体７の壁面方向に沿う縁部から外壁材６の下方へ突出する突出部
４２が設けられ、突出部４２の上面は、突出方向へ向かうとともに下がる傾斜面を有する
ので、外壁材６と突出部４２との隙間に浸入した雨水を突出部４２の上面の傾斜により外
方へと伝わせることができる。
　このため、隙間に浸入した雨水が突出部４２の上面に残留することがなく、晴天時には
通気路Ｖを乾燥状態にすることができ、壁躯体７と外壁材６とを確実に腐食から保護する
ことができる。
　よって、例えば、外壁材６と突出部４２との隙間の一部にシーリング材を充填して通気
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路Ｖと外気との流通を恣意的に制限するような必要がなく、水切り部材４を取り付けるだ
けで、壁躯体７および外壁材６を腐食から保護することができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、通気路を確保し、かつ、通気路が外部に露出せず、開口における汚損
がなく、建物の美観を維持するとともに、外壁の経年劣化を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施形態に係る外壁の水切り構造を示す外観図である。
【図２】本発明の実施形態に係る水切り部材の各部材を示す斜視図である。
【図３】本発明の実施形態に係る水返しを示す部分斜視図である。
【図４】本発明の実施形態に係る水返しを示す部分斜視図である。
【図５】本発明の実施形態に係る水返しを示す部分斜視図である。
【図６】本発明の実施形態に係る水返しを示す正面図である。
【図７】本発明の実施形態に係る水返しを示す側面図である。
【図８】本発明の実施形態に係る水切り部材が壁躯体に取り付けられた状態を示す部分正
面図である。
【図９】本発明の実施形態に係る水切り部材が壁躯体に取り付けられた状態を示す部分斜
視図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る水切り部材が壁躯体に取り付けられた状態を示す断面
図である。
【図１１】本発明の実施形態に係る外壁の水切り構造における外壁材が取り付けられる前
の状態を示す斜視図である。
【図１２】本発明の実施形態に係る外壁の水切り構造が採用される壁躯体および柱の構成
のバリエーションを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。ただし、以下に述べる本
実施形態には、本発明を実施するために技術的に好ましい種々の限定が付されているが、
本発明の技術的範囲を以下の実施形態および図示例に限定するものではない。
【００２７】
　図１に示すように、建物２の外方に迫り出して設けられる外壁３は、建物２の出入口で
あり、人の往来が可能な開口３１を有している。また、外壁３には、垂れ壁である壁躯体
７が設けられ、この壁躯体７の下端部には最下部である一端と他端との間に最下部より上
方に位置する最上部を有する形状であるアーチ形状に形成されるアーチ部３２が設けられ
ている。これにより、開口３１の上縁は同様にアーチ形状となる。そして、このアーチ部
３２に水切り部材４が取り付けられている。
　また、外壁３には、アーチ部３２の端部において壁躯体７と接続する支持体５が設けら
れている。この支持体５は、壁躯体または柱であり、地面から壁躯体７まで鉛直に方向に
延設されている。なお、壁躯体７と支持体５とが接続する箇所を接続部Ｊとする。
　また、図１０に示すように壁躯体７の壁面には、下端部がアーチ部３２と同形状である
外壁材６が離間して設けられ、この離間した空間が通気路Ｖとして用いられる。
【００２８】
　〔水切り部材の構成〕
　本発明の実施形態に係る水切り部材４の構成について説明する。
　図２から５に示すように、水切り部材４は、本体部４１と、突出部４２と、取付部４３
と、水返し４４と、捨て水切り４５と、を備えている。
　本体部４１は、壁躯体７の下端部のアーチ部３２と略同じアーチ形状に形成された長尺
の板材である。
　また、本体部４１は、例えば、アルミ押出し形材を用いることができ、これを曲げ加工
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することにより外壁３の下端部のアーチ部３２と略同じアーチ形状に形成できるようにな
っている。
【００２９】
　突出部４２は、本体部４１の長尺方向に沿う縁部から突出しており、厚み寸法が本体部
４１の厚み寸法と略同じであり、下面は水平面であり、上面は突出方向へ向かうとともに
下方へと下がる傾斜面となっている。
　また、図１０に示すように、突出部４２は、本体部４１の長尺方向に沿う中心線を線対
称として本体部４１の両側面から突出して設けられ、外壁材６の外面よりも外方へ突出し
ている。
【００３０】
　また、図１０に示すように、突出部４２は、中空状に形成されており、その内部に長尺
方向に沿って延設される突起形状の係合部４２１が設けられている。この係合部４２１は
、後述する水返し４４にビス４４４を挿通して、ビス４４４と係合部４２１とを係合する
ことで、水返し４４を取り付け固定できるようになっている。
　また、突出部４２は、その下面に長尺方向に沿って凹状の溝４２２が設けられている。
【００３１】
　取付部４３は、本体部４１と突出部４２との境界、言い換えると、水切り部材４が外壁
３に取り付けられる際、壁躯体７の壁面に対応する位置、に長尺方向に沿って鉛直方向へ
と立ち上がっている。
　具体的には、取付部４３は、本体部４１の長尺方向に沿う中心線を線対称の位置に設け
られ、壁躯体７の壁面の両面に当接する一対のレール状部材であり、建物２の外側に設け
られる取付部４３が内側に設けられるものよりも高さ寸法が大きく形成されている。
　なお、取付部４３は、本体部４１および突出部４２にビス等で固定されているものでは
なく、本体部４１および突出部４２と同一部材で成形加工されている。言い換えれば、取
付部４３は、本体部４１および突出部４２と継ぎ目なく一体的に形成されている。
【００３２】
　水返し４４は、本体部４１および突出部４２の長尺方向端部の両端に設けられ、立ち上
がり部４４１と、下垂部４４２と、止水板４４３と、ビス４４４と、中継部４４５と、を
備えている。
【００３３】
　立ち上がり部４４１は、突出部４２から立ち上がる部材であり、鉛直方向に立ち上がる
鉛直部４４１ａと、鉛直部４４１ａの上端からアーチ部３２の最上部へ折り返す折返し部
４４１ｂとを備えている。
　なお、折返し部４４１ｂは、本体部４１および突出部４２の幅方向の寸法が後述するス
ペーサＳの厚み寸法と略同じ寸法に形成されており、鉛直部４４１ａの内側（壁面側）に
寄せて設けられている。すなわち、折返し部４４１ｂは、側部が壁面に当接し、外壁材６
が取り付けられると、外壁材６の内側に隙間なく収まるようになっている。
【００３４】
　下垂部４４２は、本体部４１および突出部４２から開口の中央方向へ下垂する部材であ
る。
　止水板４４３は、建物２の屋外側の鉛直部４４１ａおよび折返し部４４１ｂから壁躯体
７の壁面に沿って延設される板材である。また、この止水板４４３は、隣接する取付部４
３の上側から面一に隙間なく設けられている。
　ビス４４４は、水返し４４を貫通して、前述の突出部４２の係合部４２１と互いに係合
することで、突出部４２の長尺方向端部の両端に水返し４４を取り付け固定できるように
なっている。
【００３５】
　中継部４４５は、水返し４４の中央に位置する部材であり、建物２の屋内外両側の立ち
上がり部４４１を中継している。また、中継部４４５は、本体部４１の端部側面に当接し
、本体部４１の端部から鉛直方向に立ち上がって形成されている。この立ち上がりは、立
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ち上がり部４４１よりも立ち上がり寸法が小さく、この寸法差により水返し４４の中央が
切欠いた形状となり、この切欠いた箇所を壁躯体７に嵌装するようになっている。
【００３６】
　捨て水切り４５は、開口３１のアーチ状上端の両端に設けられる金属部材であり、壁躯
体７および支持体５と水切り部材４との間に挟み込まれている。具体的には、本体部４１
上面、取付部４３および水返し４４と壁躯体７との間に挟み込まれている。
　なお、水切り部材４は、各部材の継ぎ目に適宜シーリングが施されており、各部材間か
らの水の浸入が防止できるようになっている。
　また、取付部４３の外側には突出部４２との境界から当接する外壁３の壁面との境界を
覆うように防水テープである防水シートＡが設けられ、この防水シートＡの外面に外壁３
を覆い、かつ、外壁３と取付部４３の境界を覆うように防水透湿シートである外壁防水シ
ートＢが設けられている。
【００３７】
　また、図１２に示すように、本実施形態に係る外壁３の水切り構造１は、外壁３のアー
チ部３２の両側部の支持体５が柱である場合に採用可能であり（柱－柱）、アーチ部３２
の一方の側部が壁躯体であり、他方の側部が柱である場合にも採用可能である（壁－柱も
しくは柱－壁）。
　なお、アーチ部３２の両側の支持部５が壁躯体である場合にも採用可能である（壁－壁
）。
【００３８】
　〔水切り部材の取り付け方法〕
　次に、水切り部材４を壁躯体７に取り付ける方法について説明する。
　図８から１１に示すように、まず、アーチ部３２の両端部近傍の支持体５に外壁防水シ
ートＢを貼り付け、その外側から捨て水切り４５が壁躯体７ないし支持体５に沿って設け
られる。なお、捨て水切り４５は、複数の板材を組み合わせて形成されたものでもよい。
　その後、水切り部材４は、本体部４１が壁躯体７のアーチ部３２に当接し、一対の取付
部４３の内面が壁躯体７の壁面の両面にそれぞれ当接し、壁面と取付部４３との当接面に
おいて、例えば、壁躯体７にビスを捻じ込むことで、壁躯体７に取り付けられている。そ
して、防水シートＡは、壁躯体７に捻じ込んだビスのビス頭を覆うように取付部４３と壁
面とに跨って貼り付けられている。
　また、水切り部材４の長尺方向端部の両端は、それぞれアーチ部３２の両端部まで設け
られず、アーチ部３２の両端部と水切り部材４とが離間して設けられている。すなわち、
水返し４４の外面がアーチ部３２の両端の壁躯体７ないし支持体５に当接せず、離間して
配置されることとなる。
【００３９】
　次に、図１１に示すように、壁躯体７、支持体５および取付部４３に防水シートＡの上
方の壁面から連続する外壁防水透湿シートＢを貼り付け、この外壁防水透湿シートＢの外
側に複数のスペーサＳを適宜取り付ける。そして、これらのスペーサＳの外側から外壁材
６を取り付けることで、壁躯体７の壁面と外壁材６とをスペーサＳの厚み寸法分離間させ
ている。そして、水返し４４は、スペーサＳの厚み寸法と略同じ幅寸法の折返し部４４１
ｂが壁面と外壁材６の内面とに挟み込まれ、鉛直部４４１ａが外壁材６の外面よりも突出
する。
　また、スペーサＳにより離間した壁躯体７の壁面と外壁材６との間の空間は、壁躯体７
、支持体５および外壁材６の腐食を防ぐための通気路Ｖとなる。
　なお、図１０に示すように、外壁材６の下端と突出部４２とが離間して設けられており
、この離間した隙間が通気路Ｖと外気との通気口となっている。また、スペーサＳの大き
さは大きいものを用いても小さいものを用いてもよく、通気路Ｖの通気状況が良好なもの
となるように適宜調整してもよい。
【００４０】
　〔外壁の水切り構造の作用〕
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　次に、外壁の水切り構造の水切りの作用について説明する。
　外壁３の水切り構造１が採用された建物２に雨が降る場合、外壁材６に雨水が付着し、
外壁材６に沿って下方へと雨水が伝って行く。この場合、アーチ部３２の上方の外壁材６
に付着した雨水は、アーチ部３２へと伝って行くこととなる。この雨水は、アーチ部３２
に沿ってアーチ部３２の側方へと伝って行く、もしくは、アーチ部３２から流れ落ちた雨
滴が下方の突出部４２に付着し、突出部４２のアーチ形状に沿って突出部４２の側方へと
伝って行く。
　そして、突出部４２の側方へと伝って来た雨水は、水切り部材４の長尺方向端部の両端
に設けられる水返し４４の立ち上がり部４４１により流れが止められ、壁躯体７と突出部
４２と水返し４４とに囲まれた空間から壁面外方へと流出する。
　また、本体部４１および突出部４２は、アーチ部３２の長尺方向両端部まで延設されず
、両端部において壁躯体７と本体部４１とが離間して設けられているため、水返し４４に
より流れが止められた水は外方へと流出する際、壁躯体７もしくは支持体５に付着せずに
地面へと落下する。
　また、鉛直部４４１ａの上端に折返し部４４１ｂが設けられているので、例えば、雨量
の多い場合などに雨水が勢いよく水返し４４へと当たり、鉛直部４４１ａを乗り越えてし
まうことなく折返し部４４１ｂが流れを止めるようになっている。また、雨水が勢いよく
水返し４４に当たる際、通気路Ｖ内で跳ねた雨水を止水板４４３によって壁躯体７に付着
するのを防ぐようになっている。
【００４１】
　また、外壁材６と突出部４２との隙間に入り込んだ雨水は、突出部４２の上面に沿って
突出部４２の側方へと伝って行く。また、突出部４２の上面は壁面外方へ向かうに連れて
下がる傾斜面となっているため、雨水は突出部４２の上面を突出部４２の側方へと伝いな
がら傾斜面に沿って壁面外方へと伝って行く。
　また、突出部４２の側面に付着した雨水は、突出部４２の下面近傍に沿って突出部４２
の側方へと伝って行き、水返し４４の下垂部４４２により流れが止められて、下垂部４４
２の内面に沿って流れ落ちる。
　この場合、下垂部４４２が開口３１の中央方向へ下垂しているため、より確実に雨水が
壁躯体７ないし支持体５に付着しないようになっている。
【００４２】
　以上のように、本実施形態では、例えば、図２，８－１０に示すように、下端部にアー
チ形状のアーチ部３２を有する壁躯体７と、前記壁躯体７の壁面に離間して設けられる下
端部にアーチ形状のアーチ部３２を有する外壁材６と、前記アーチ部３２に取り付けられ
る水切り部材４と、を備える外壁３の水切り構造１であって、前記水切り部材４は、前記
アーチ部３２に沿って設けられる長尺の本体部４１と、前記本体部４１の長尺方向端部に
設けられる水返し４４と、を備え、前記本体部４１は、前記アーチ部３２の両端部まで延
設されず、前記両端部が前記壁躯体７と離間し、前記本体部４１は、前記外壁材６の下端
と離間し、前記水返し４４は、前記本体部４１の前記長尺方向端部から立ち上がる立ち上
がり部４４１を備えているので、例えば、雨天時に外壁材６に付着した雨水が外壁材６の
下端部のアーチ部３２に沿ってアーチ部３２の側方へと伝って行き、外壁材６と突出部４
２との隙間に付着した雨水が本体部４１のアーチ部３２に沿ってアーチ部３２の側方へと
伝って行く。
　そして、アーチ部３２の側部へと伝ってきた雨水は、水返し４４により流れが止められ
、壁躯体７と本体部４１と水返し４４とに囲まれた空間から壁面外方へと流出する。
　また、本体部４１は、アーチ部３２の両端部まで延設されず、両端部が開口３１の側部
と上部との接続部Ｊと離間しているので、前述の壁面外方へと流出する雨水が接続部Ｊや
開口３１の側部に付着することがない。
　このため、開口３１の側部および接続部Ｊが雨水による水垢等で汚損することがなく、
壁躯体７および外壁材６が形成する外壁３の外観は、美感を損ねるようなおそれがなく、
外壁３の美観を維持することができる。
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　特に、外壁３の開口３１が建物２の出入口であるような場合には、人目に触れやすいた
め、汚損のおそれをなくすことによる建物２の美観維持の効果を極めて高めることができ
る。
　また、接続部Ｊから離間した水返し４４により雨水の流れが止められるため、接続部Ｊ
および開口３１の側部には、雨水が付着することがない。特に、接続部Ｊから浸水する場
合、外壁の躯体構造に影響を及ぼすこととなるが、当該箇所が他の箇所に比して多くの雨
水に曝されるということがない。
　このため、接続部Ｊおよび開口３１の側部は雨水による腐食等の経年劣化が他の箇所に
比べて激しくなってしまうというおそれがない。
【００４３】
　また、本実施形態では、例えば、図２－５，９に示すように、水返し４４は、取り付け
られる壁躯体７の形状に沿う形状であるので、水返し４４が壁躯体７に取り付けられる際
、水返し４４を取り付けるために外壁材６を水返し４４の形状に合わせて切欠くだけでよ
く、壁躯体７の形状に変更を加える必要がなく、容易に水返し４４を取り付けることがで
きる。
　このため、水切り部材４を外壁３に容易に取り付けることができる。
【００４４】
　また、本実施形態では、水切り部材４は、本体部４１の屋外側の長尺方向端部において
、壁躯体７の壁面に当接し、取付部４３および水返し４４と一体的に設けられる止水板４
４３を備えるので、例えば、大雨や台風など雨量が多い場合、アーチ部３２の側方に伝っ
て来る雨水が多く、雨水が勢いよく水返し４４に当たり、通気路Ｖ内で跳ねた雨水が壁躯
体７に付着してしまうことを止水板４４３が防ぐことができる。
【００４５】
　また、本実施形態では、水返し４４には、本体部４１より下方に下垂する下垂部４４２
が設けられているので、本体部４１に付着した雨水が本体部４１の下端部のアーチ形状に
沿ってアーチ部３２の側部へと伝って行き、下垂部４４２によって流れが止められて、下
垂部４４２を伝って下方へと流出することとなる。
　このため、本体部４１に付着した雨水を下垂部４４２から下方へと流出させることがで
きる。
　よって、開口３１の側部および接続部Ｊが雨水による水垢等で汚損することがなく、壁
躯体７および外壁材６が形成する外壁３の外観は、美感を損ねるようなおそれがなく、外
壁３の美観を維持することができる。
　さらに、下垂部４４２が設けられているので、例えば、冬季に結露が下垂部４４２近傍
で凍結するような場合、外壁３が直接凍害を受けることがない。
【００４６】
　また、本実施形態では、本体部４１は、長尺方向に沿って壁面に当接する立ち上がりで
ある取付部４３を備えるので、外壁材６と本体部４１との隙間において、壁躯体７の外側
に取付部４３が位置することとなり、本体部４１と壁躯体７との継ぎ目が隙間に露出する
ことがない。
　このため、浸入した雨水が本体部４１と壁躯体７との間に浸潤するようなおそれがなく
、壁躯体７をより確実に腐食から保護することができる。
【００４７】
　また、本実施形態では、本体部４１と取付部４３とは、継ぎ目なく一体的に形成される
ので、本体部４１と取付部４３との継ぎ目が隙間に露出することがなく、浸入した雨水が
本体部４１と取付部４３との間に浸潤するようなおそれがなく、壁躯体７をより一層確実
に腐食から保護することができる。
【００４８】
　また、本実施形態では、本体部４１の長尺方向に沿う縁部から外壁材６の下方へ突出す
る突出部４２が設けられ、突出部４２の上面は、突出方向へ向かうとともに下がる傾斜面
を有するので、外壁材６と突出部４２との隙間に浸入した雨水を突出部４２の上面の傾斜
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により外方へと伝わせることができる。
　このため、隙間に浸入した雨水が突出部４２の上面に残留することがなく、晴天時には
通気路Ｖを乾燥状態にすることができ、壁躯体７と外壁材６とを確実に腐食から保護する
ことができる。
　よって、例えば、外壁材６と突出部４２との隙間の一部にシーリング材を充填して通気
路Ｖと外気との流通を恣意的に制限するような必要がなく、水切り部材４を取り付けるだ
けで、壁躯体７および外壁材６を腐食から保護することができる。
【００４９】
　また、本実施形態では、例えば、図２，３－９に示すように、水返し４４には、鉛直部
４４１ａの上端にアーチの中心に向かいながら立ち上がる折返し部４４１ｂが設けられて
いるものとした。
　こうすることで、例えば、台風などの雨量が多い場合に、水返し４４へと流れてくる雨
水が鉛直部４４１ａを乗り越えて、壁躯体７ないし支持体５へと水が流れてしまうおそれ
がなく、鉛直部４４１ａを乗り越えるような勢いの雨水でも折返し部４４１ｂが流れを止
めることができる。
【００５０】
　また、本実施形態では、本体部４１をアーチ部３２に取り付ける前に、アーチ部３２の
両端部近傍の壁躯体７ないし支持体５に沿って捨て水切り４５を設けるものとした。
　こうすることで、アーチ部３２の両端、すなわち開口３１の側部において、より一層防
水性を高めることができ、水の浸入による腐食から保護することができる。
【００５１】
　また、本実施形態では、建物２の外側に設けられる取付部４３が内側に設けられるもの
よりも高さ寸法が高く形成されているものとした。
　こうすることで、建物２の外側は、内側に比べてより多くの雨水が付着することになる
、言い換えれば、開口３１の側部に流れてくる雨水が内側よりも外側の方が多くなるが、
取付部４３の高さが内側よりも外側の方が高く形成されているため、取付部４３を乗り越
えて壁躯体７へと水が浸入することを防ぐことができる。
　また、例えば、台風のような風が強い状況で横殴りのような雨に曝される場合、外壁材
６と突出部４２との隙間へと勢いよく雨滴が飛び込むおそれがあるが、このような状況で
も取付部４３の高さ寸法が大きく形成されているので、壁躯体７へと雨滴が浸入してしま
うおそれがない。
【００５２】
　以上、本発明を本実施形態に基づいて具体的に説明してきたが、本発明は上記実施形態
に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で変更可能である。
　本実施形態では、外壁３の水切り構造１を柱－柱、壁－柱および柱－壁のバリエーショ
ンに採用するとしたが、これに限らず、壁－壁のパターンに採用してもよい。
【００５３】
　また、本実施形態では、開口３１の上縁がアーチ形状のアーチ部３２としたがこれに限
らない。例えば、開口３１の一端を最上部として他端へと向かうに連れて直線状に傾斜す
る形状のものでもよく、開口３１の略中央を最上部として両端へと向かうに連れて直線状
に傾斜するものでもよい。
　さらに、三つ葉のクローバーのような複数の円弧を組み合わせた形状のものでもよく、
開口３１の上縁だけでなく開口３１の略全体を円弧形状とするようなものでもよい。
【符号の説明】
【００５４】
１     外壁の水切り構造
２     建物
３     外壁
４     水切り部材
５     支持体
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６     外壁材
７     壁躯体
３１   開口
３２   アーチ部
４１   本体部
４２   突出部
４３   取付部
４４   水返し
４５   捨て水切り
４２１ 係合部
４２２ 溝
４４１ 立ち上がり部
４４１ａ      鉛直部
４４１ｂ      折返し部
４４２ 下垂部
４４３ 止水板
４４４ ビス
４４５ 中継部
Ａ     防水シート
Ｂ     外壁防水シート
Ｊ     接続部
Ｓ     スペーサ
Ｖ     通気路

【図１】 【図２】
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